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研究成果の概要（和文）：アジア経済回廊諸国(ミャンマー・タイ・ベトナム・インド)において、HIV/エイズや
デング熱、鳥インフルエンザなどのパンデミック感染症に対する対策とコミュニティ住民の不安を、人類学的フ
ィールド調査により研究した。特に東西回廊地域におけるインフラ拡大および人的移動の拡大による急速な都市
化の過程は、多くの地域住民の生活ケアを十分に満足させるほどではなく、むしろ癒しを求める行動を多数発生
させている。これは急速な社会変化よる不安の増加に伴う社会現象と理解される。

研究成果の概要（英文）：In this anthropological research we examine the medical prevention and 
social anxiety associated with the recent resurgence of pandemic infectious diseases (HIV/AIDS, 
Dengue Fever, Avian Influenza) in the Asian Economic Corridor Countries (Myanmar, Thailand, Vietnam,
 India).　The development of infrastructure for transportation in the East-West Corridor area seems 
to promise economic prosperity in the near future, but the rapid urbanization cannot give 
satisfaction sufficient to meet a large demand on medical care. In this situation, we focus on the 
new urban people’s behavior looking for healing. For example, the number of urban people who take 
rest in the bird cafe has increased in Vietnam very recently. This new social phenomena indicates 
increasing complexity of urban life with social anxiety influenced by social and environmental 
change. 

研究分野： 文化人類学

キーワード： 開発援助　パンデミック　東西回廊　感染症対策　社会不安

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 研究対象としたアジア経済回廊諸国(ミ

ャンマー・タイ・ベトナム・インド)は、その

文化や社会構造の面で多様な相違があるが、

近年のアセアン共同体の始動や東西回廊イ

ンフラの促進に伴う経済発展により、その社

会的変化は劇的に変化しつつあった。そうし

た社会変化の実態を、政策面のみならずコミ

ュニティ・レベルにおいて明確にすることが

急務と考えられた。 

 

(2) 経済・社会体制の変容に加えて、このア

ジア経済回廊諸国では HIV/エイズのみなら

ず、デング熱や鳥インフルエンザなどのパン

デミック感染症への脅威が増加しており、そ

の対策の必要性も急務と考えられる。しかし、

これらの感染症の経由は、それぞれ人間・

蚊・鳥と異なるが、コミュニティの住民の不

安意識と行動にどのような影響を与えてい

るかを調べることも重要と考えられた。 

 
２．研究の目的 
(1) 急速な社会変化がもたらすコミュニティ

への社会不安を明確にする為、研究対象とす

るアジア経済回廊諸国(ミャンマー・タイ・ベ

トナム・インド)の現状を、グローカル化を軸

に、フィールド調査することであった。また

同経済回廊諸国におけるそれぞれの地域の

問題点を確認しながら、全体地域としての

「不安の連鎖」の有無を解明しようとした。 

 

(2) アジア経済回廊諸国におけるパンデミッ

ク感染症の実態とその対策についての課題

を明確にする為、HIV/エイズ・デング熱・鳥

インフルエンザの 3つの側面から研究を行い、

地域的なの医療の課題と医療協力の在り方

を検討しようとした。 
 
３．研究の方法 
(1) フィールドワークを主体とした参与観察

主体の調査方法により、よりコミュニティの

人々の意識や行動を明確に捉えようとした。

ただし、対象とするコミュニティは、地域行

政単位で無差別的に選ばれるものではなく、

東西回廊地域の中で影響を受けていると想

定される地域、例えば東西回廊の発着点とな

るベトナムのダナンやミャンマーのヤンゴ

ン等が重視された。 

 

(2) 医療の南南協力の可能性を探求する為、

タイのマヒドン大学医学部と連携して、学際

的な研究体制を取った。研究対象としたアジ

ア経済回廊諸国には、医療格差も現実には存

在している故に、タイの医療モデルが先進的

で指導的な役割を果たし得るか、検討した。

またタイのバンコクは、メガシティとして顕

著であり、その地域での医療モデルを確立す

ることは大きな意義があると考えた。 

 
４． 研究成果 

(1)「東西回廊の影響: 都市部における経済的

繁栄と新しい労働スタイルの形成」 

東西回廊インフラの整備によるアジア経済

回廊諸国への影響については、直接、道路の

高速化に伴う恩恵を受ける、ミャンマーやベ

トナムに経済的影響を生まれつつあった。特

にミャンマーのヤンゴン、またベトナムのダ

ナンには工業団地が形成され、都市部におけ

る経済的な繁栄が顕著化していた。実際、東

西回廊インフラの整備はまだ完成していな

いが、少なくとも道路の改善が進み、物流の

活発化や社会生活への影響が顕在化しはじ

めていた。例えば、道路インフラの整備がい

ち早く進んだベトナムのダナンでは、近郊都

市の連携化が進み、遠方の出稼ぎ労働者より

も、近郊の労働者が都市部に通勤するスタイ

ルが定着し始めていた。 

 

(2)「東西回廊の影響: 地方における出稼ぎ問

題の継続」 

東西回廊インフラの整備において遅れてい



る地域は、タイ-ミャンマー間地域であり、こ

の区間ではまだ経済効果は発生していない

が、ミャンマー人のタイへの出稼ぎ移動は引

き続き継続している。移動の為の交通手段と

してのバスの料金は廉価であり、ローカルな

交通システムはよく整備されていると言え

る。またタイの病院でデング熱の治療を受け

ていた母子とのインタビューでは、タイでの

ミャンマー人の無料治療は母国での治療よ

りも有難い旨の回答があった。 

 

(3)「社会不安: HIV/エイズとの関連で」 

東西回廊地域都市部の経済的発展と地方か

らの出稼ぎ継続は、少なからず人身売買の発

生が高く、HIV/エイズの面から言えば、社会

的不安材料となっている。実際、都市部のミ

ャンマーのヤンゴンやベトナムのダナンに

は、カラオケ店が立ち並び、置屋の存在もあ

る。しかし、両国における社会政策としての

HIV/エイズ防止に向けたキャンペーン活動

は少なく、売春観光を行う外国人も問題視さ

れる。 

 

(4)「社会不安: デング熱との関連で」 

デング熱を発生させる蚊は特に「綺麗な水」

に生息するので、都市部の地域で多く発生し

ている。従って、デング熱対策を求めるデモ

を行ったインドのコルカタや、メガシティの

タイのバンコクにおいてその発生率も高い。

しかし、ベクターコントロールなどの対策も

進んだタイでは、住民の社会不安は比較的低

くかったが、発生率の低いミャンマーやベト

ナムでは、デング熱に特化した不安は低かっ

たが、むしろ病院施設や治療体制の貧弱さを

指摘する者が多かった。 

 

(5)「社会不安: 鳥インフルエンザとの関連

で」 

アジア経済回廊諸国に共通して言えること

は、一部の都市部でスパーマーケットの展開

も見られるが、伝統的なマーケット(市場)が

存続して、庶民生活の基盤となっていること

である。そこでは生きた鶏や鴨、小鳥が売買

されており、その取引は、鳥インフルエンザ

発生期間に規制は受けるが、継続して行われ

ている。感染の確認された鶏や鴨は、速やか

に処分される体制も取られつつあるが、伝統

的に鶏や鴨を常食しているアジア諸国では、

鳥の食文化と呼ばれる伝統的食スタイルも

あり、住民への影響は大きいと言える。 

 

(6)「医療対策: タイ・モデルの実施に向けて」 

今後、アジア経済回廊諸国がタイを中心に

色々な形で連帯してゆく可能性が高いが、特

に医療面では熱帯感染症治療に進んだタイ

の医療制度が、モデルとして効果的と考えら

れる。デング熱の発生率も高いタイ・バンコ

クでは、その発生確認から、その地域の消毒

処置及びデングウイルス媒介蚊の採集など

に至る過程がシステム化しており、蚊の研究

と共に、消毒薬研究も進んでいる。課題は、

経済格差のあるアジアの諸地域で、それぞれ

の感染症対策を適切に行える医療水準を持

つに至ることが出来るかである。 

 

(7) 「医療対策: 啓蒙活動とメディア」 

表面的には、コミュニティ・レベルでの住

民意識に、HIV/エイズ・デング熱・鳥インフ

ルエンザというパンデミック感染症への不

安は、社会不安という形で表面化していなか

ったが、メディアによる扇動的な記事も少な

かったことによる。例えば、ジカ熱の場合に

は、メディアによる報道もあり、一時的人々

の関心も高まった。今後の課題として、メデ

ィアを含め、パンデミック感染症に関する啓

蒙活動の必要性が指摘できる。 

 

(8) 「結論: 不安と癒し」 

コミュニティの住民が意識的に不安を訴え

なくても、癒しを求める行動を取り、社会現



象化して場合もある。現在、ベトナムのダナ

ン及びその近郊地域に「小鳥カフェ」が急増

しており、ベトナム全域に拡大する傾向にあ

る。対象となる小鳥は、シャオ・マオ(ベトナ

ム名 Chao mao、学術名 Red-whiskered 

Bulbul)で、アジア経済回廊諸国全域に生息

している。この鳥を鑑賞するカフェは、タイ

にも発生しているが、他のミャンマーなどは

その供給源となっている。近年、ベトナムで

は小鳥のコンテストも毎週のように開催さ

れ、多くの男性が熱狂的に小鳥に癒しを求め

る姿が確認できる。男性たちの根源的な不安

の解明については今後の課題としても、こう

した社会現象に現在のアジア経済回廊諸国

が抱える問題を投影して見ることは可能と

言える。 
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